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NKX2-1 re-expression induces cell death through apoptosis and necrosis 
in dedifferentiated thyroid carcinoma cells 
（NKX2-1再発現によるアポトーシスとネクローシスを介した脱分化甲状腺
癌細胞の細胞死誘導効果） 





【方法】 甲状腺乳頭癌患者組織由来の、NKX2-1 発現が低下している細胞株 BHP18-21v を用いた。
NKX2-1 遺伝子導入に Nkx2-1 発現アデノウイルスベクター（AdTTF-1）を用い、コントロールとして
LacZ発現アデノウイルスベクター（AdLacZ）を用いた。AdTTF-1 感染後の生細胞測定に CCK-8を使用
し、アクリジンオレンジ・エチジウムブロミド二重染色、Hoechst 33342染色、アガロースゲル電気泳動、






検出された。AdLacZ に比し AdTTF-1 感染細胞において arginase 2（ARG2）、regulator of G protein 
signaling 4（RGS4）および RGS5 mRNAの顕著な増加を認めた。ARG2および RGS4に対する siRNA
導入細胞では、AdTTF-1感染後の生細胞は有意に増加した。また、これらの細胞においてアポトーシスは
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１） NKX2-1 発現細胞で発現上昇した RNA の全貌と、確認した遺伝⼦群。 
２） 脱分化誘導の実際 
３） アポトーシス、ネクローシスについて。説明を明確に。 
４）  NKX2-1 遺伝子を導入に関する効果の違い。 
５） 脱分化癌株について 
６） BHP18−２１v および BHP7-13 細胞の詳細 
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